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ベトナム人技能実習生の日本選択の⫼ᬒにあるものと日本語に対する意㆑ 

䠉⌧ᆅ送り出し機関におけるアン䜿ート調査から見えるもの䠉 

 

㐨ୖ ྐ⤮ 

 

１䠊◊✲⫼ᬒとၥ㢟のᡤ在 

21 ୡ⣖は⛣ືのୡ⣖とゝ䜟れ、日本へやってくる人々も年々ቑຍしている。2019 年 12 月ᮎ⌧

在のἲົ省の⤫ィ1によれば、日本における在␃እᅜ人を在␃㈨᱁ูに見た場ྜ特にቑຍして

いるのが在␃㈨᱁「技能実習」であり、⣙ 41 ୓人が日本に在␃し、「␃学」（⣙ 35 ୓人）をୖᅇっ

ている2。ᅜ⡠ูに見るとベトナムが⣙ 22 ୓人と඲యの⣙ 53䠂を༨めている。ḟいでከいのが୰

ᅜの⣙ 8୓人であり、ᅜ⡠ูに見てもベトナムが㝿立ってከいことがศかる。 

技能実習ไᗘの㐠用に関しては人ᶒや労働ἲのほⅬからᵝ々なᢈุが行䜟れてきた（Trần, 

Nguyễn 2011, 日本ᘚ護ኈ఍ 2013, ᩪ⸨ 2015, ஭出 2016 など）。しかし日本政ᗓは 2019 年 4

月に᪂たな在␃㈨᱁「特定技能」を๰タし、5年㛫で 35୓人をཷけ入れる᪉㔪を♧している。この

᪂たな在␃㈨᱁は実㉁「技能実習」とᆅ⥆きの在␃㈨᱁であり、技能実習ไᗘによるእᅜ人ᮦの

ཷけ入れは௒ᚋも⥅⥆することがண᝿される3。 

技能実習ไᗘにおいては日本語ᩍ⫱が⩏ົ௜けられている4が、定められた学習᫬㛫やෆᐜ

に関しては୙༑ศであるというᣦ᦬もある（஭ୖ 2019）。実習期㛫୰の日本語学習の⥅⥆は䜋と

んどの場ྜ技能実習生個人のุ断に௵されており、学習の⥅⥆をᕼᮃする場ྜはఇ日などを฼

用しᆅᇦの䝪䝷ンティアᩍᐊに㏻う䜿ースがከい。当↛、学習を⥅⥆しない技能実習生もいる。

2019 年 6 月に日本語ᩍ⫱の᥎㐍に関するἲᚊがබᕸ、施行され、そこには㞠用するእᅜ人に対

する日本語学習の機఍のᥦ౪と支᥼が஦ᴗ୺の㈐ົであるとㅻ䜟れているが、ලయ的な施策は

௒のとこ䜝まだ↓く、᪩ᛴな策定がồめられる（୸ᒣ 2020）。 

୍᪉ベトナムには 1980年௦から「労働㍺出政策」（xuất khẩu lao động）と࿧ばれるᾏእ出✌䛞ዡ

ບ政策がある。この政策はᅜෆのኻᴗ者対策とእ㈌⋓得が目的であるとゝ䜟れ（᪂⨾ 2014, ℈

㔝 2015, Tuyen, T. & Nguyen, N. 2016など）、行きඛは日本、台湾、㡑ᅜ、୰ᮾㅖᅜなどከᒱにΏ

っている。この政策により、ẖ年 10୓人を㉸えるⱝ者がベトナムからᾏእへ出✌䛞に出る5。 

୍⯡的に労働者のᅜ境を㉺えた⛣ືはཷけ入れᅜഃの労働力୙㊊がプル要因、ཷけ入れᅜ

と送り出しᅜの㛫の経済᱁ᕪがプッ䝅ュ要因となってⓎ生すると⪃えられることがከい。しかしඛ行

◊✲では、ୖ記のようなマクロレベル௨እにも労働者の࿘ᅖを取りᕳく人的䝛ット䝽ークといったメ

ゾレベル、個人の㊃ྥやᕼᮃといったミクロレベルなどከᵝな要⣲が関䜟っていることがᣦ᦬され

ている（Sassen 1988, ᵽཱྀ 2002）。では、ベトナム人労働者がᾏእ出✌䛞の行きඛᅜとして日本を

選択する⫼ᬒにはどういった要⣲があるのだ䜝うか。技能実習生が日本語を習得すればキャリアア

ップに⧅がるとᤊえているᵝᏊはඛ行◊✲でもᣦ᦬されている（ⴠྜ 2010, Ᏽ 2017 䜋か）が、ベ

トナム人技能実習生の選択の⫼ᬒに日本語という要⣲は存在しているのだ䜝うか。 
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䠎䠊ඛ行◊✲ 

ベトナム人のᾏእ出✌䛞者を対㇟にした調査には、Tuyen, T. & Nguyen, N.（2016）がある。Tuyen, 

T. &Nguyen, N.は 2014 年に台湾の台北、㧗㞝で働いているベトナム人労働者 289 名に対しアン

䜿ート調査を行っている。台湾で働くことを選んだື機を「⮬ᕫ能力要因」「እ部要因」「家族要因」

「経済要因」「異文化適応能力要因」「労働政策要因」6の 6つの䜹テ䝂リーにศけ、その୰のどの要

因が決定に኱きくᙳ㡪しているかを᳨ドした。その結果「⮬ᕫ能力要因」「家族要因」「経済要因」

の 3つが኱きな要因となっていることが᫂らかとなった。しかし、Tuyen, T. & Nguyen, N.（2016）では

඲ての調査対㇟者の学Ṕがᑓ㛛学ᰯ༞ᴗ௨ୖとなっている。୍᪉で日本へやって来る技能実習

生の場ྜは学Ṕ要௳が୰学ᰯ༞ᴗ௨ୖである場ྜがከいため、༢⣧にẚ㍑することは㞴しいと

ᛮ䜟れる。 

୍᪉日本においては、ᖹ㔝䞉ᑠᕝ䞉኱㔝䞉他（2010）が、䠎ᅜ㛫経済㐃ᦠ༠定（䠡䠬䠝）により来日

するイン䝗䝛䝅ア人およ䜃䝣ィリ䝢ン人┳護ᖌ⣙ 240名に対し㉁ၥ⚊による来日ື機についての調

査を行い、2 ᅜ㛫のẚ㍑をしている。その結果、イン䝗䝛䝅アでは「⮬ศのキャリアをఙばしたい」が

༢⊂で᭱もከく、䝣ィリ䝢ンでは「家族を経済的に支えたい」「⮬ศのキャリアをఙばしたい」という 2

つの理由が同⛬ᗘで᭱ከであった。䠡䠬䠝は技能実習ไᗘにẚ䜉ཷけ入れスキームの㏱᫂ᛶが

㧗く、日本語◊ಟも඘実しており、さらには㈨᱁を取得すれば在␃㈨᱁をᘏ㛗し⥆けることがྍ能

であるため、将来のキャリアがᥥきやすいことが᥎ᐹされる。 

同䛨く EPA で来日したイン䝗䝛䝅ア人┳護ᖌ、介護⚟♴ኈに対する来日ື機調査にはクレア䝅

タ（2010）がある。クレア䝅タは日本で働くイン䝗䝛䝅ア人┳護ᖌ、介護⚟♴ኈ候補者 17 名に対し

来日ື機の聞き取り調査を行い、ᙼらが複数のື機から来日を決意しているᵝᏊと、来日前のື

機が日本の⫋場環境などによってኚ化していくᵝᏊをሗ࿌している。Dörnyei, Z. & Ushioda, E.

2011 でもᣦ᦬されているとおり、人のື機とは決して㟼的なものではなく、このように࿘ᅖの環

境などにᙳ㡪をཷけ䝎イナミックにኚ化していくものである。 

来日前のベトナム人に対する኱つᶍな意㆑調査にはすᕝ（2017）がある。すᕝは在␃㈨᱁「␃

学」または「技能実習」でΏ日しようとしている 274 名に対するアン䜿ートの結果をもとに、䠎つの在

␃㈨᱁のい䛪れかを選択する㝿にその決定にᙳ㡪を୚える要因をศᯒしている。ศᯒの結果、

「␃学」を選択する人は཰入に対する意㆑が「技能実習」を選択する人よりはపいが、␃学を選択

するからといって学ᴗに対する意ḧが㧗い䜟けではないということが᫂らかとなった。この結果から、

すᕝはベトナム人␃学生の୰に技能実習生と同ᵝにᑵ労意ḧをᣢった人ᮦが୍定⛬ᗘ含まれて

いるྍ能ᛶをᣦ᦬している。 
௨ୖのように、ඛ行◊✲ではᾏእで働く人々のື機や選択要因に関してᵝ々な調査が行䜟れ

ているが、⌧在技能実習生のᅜ⡠として᭱もከくそして௒ᚋもቑຍすることが見㎸まれるベトナム

人技能実習生が日本を選択する要因に関する調査、特にᙼらが日本語を学䜆ことをどのようにᤊ

えているのかについての調査◊✲は⟶見の㝈り行䜟れていない。これを踏まえ本◊✲では、ベト

ナム人技能実習生が出✌䛞ඛとして日本を選択する⫼ᬒにある要⣲とᙼらの日本語に対する意

㆑を㔞的調査によって᫂らかにすることを目的とする。◊✲ㄢ㢟は௨ୗの 2つである。 
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 ◊✲ㄢ㢟１䠖ベトナム人技能実習生が日本を選択する⫼ᬒにあるものはఱか 

 ◊✲ㄢ㢟䠎䠖ベトナム人技能実習生は日本語についてどのような意㆑をᣢっているのか 

 

䠏䠊◊✲᪉ἲ 

䠏䠊１ ㉁ၥ⣬సᡂ 

ま䛪ඛ行◊✲（Tuyen, T. & Nguyen, N. 2016, ᖹ㔝䞉ᑠᕝ䞉኱㔝䞉他 2010, Dörnyei, Z., Csizér, 

K. & Németh, N. 2006, Dörnyei, Z. & Ushioda, E. 2011）と 2018年 5月に実施したணഛ調査の結

果（㐨ୖ 2020）7をཧ⪃に選択要因ᑻᗘとしての㉁ၥ㡯目を 33㡯目సᡂし、それらがミクロ、メ

ゾ、マクロレの䠏レベルを༑ศに含んでいることを☜ㄆした8。ホ定ᑻᗘはリ䜹ートス䜿ールを用い、

「とてもᙉくそうᛮう（㠀ᖖにあてはまる）䠙5」「そうᛮう（あてはまる）䠙4」「ど䛱らともゝえない䠙3」

「そうᛮ䜟ない（あまりあてはまらない）䠙2」「඲くそうᛮ䜟ない（඲くあてはまらない）䠙1」の 5ẁ㝵

をタ定した。䝣䜵イス䝅ートは㉁ၥ⣬の᭱ᚋに௜けたが༏名ᛶを☜保するため↓記名とした。㉁ၥ

⣬は Google 䝣䜷ームで඲てベトナム語でసᡂした。（選択要因ᑻᗘとしての㉁ၥ㡯目の日本語

ヂは⾲䠏をཧ↷）。送り出し機関１♫の༠力を得てパイロットテストを行ったᚋ9、本調査を実施した。 

 

䠏䠊䠎 調査ᡭ⥆き 

 本調査は、2020年 6月୰᪪から 8月ึ᪪にかけてベトナムの送り出し機関䠐♫において実施し

た。対㇟者は同機関において日本へ出ᅜする前の஦前ㅮ習をཷㅮしている技能実習生候補生で

ある。調査༠力を得た送り出し機

関の᝟ሗを⾲１に♧す。 

஦前に本調査の目的、೔理的

㓄៖に関するෆᐜ、筆者の㐃⤡ඛ

を記㍕した調査༠力౫㢗᭩と、

Google䝣䜷ームの URL と QR コ

ー䝗を記㍕したアン䜿ート実施のマ

ニュアルをసᡂし、送り出し機関に

メールで送௜した。アン䜿ートの実

施は送り出し機関の♫ဨもしくはㅮ習ᢸ当ㅮᖌのᣦᑟのもと行った。ま䛪実施マニュアルに記㍕し

たḟの 5Ⅼ、（１）調査の目的、（䠎）調査へのཧຍは⮬由であること、（䠏）ᅇ答したくないことにはᅇ

答しなくてもよいこと、（䠐）調査による୙฼┈は生䛨ないこと、（䠑）Ᏺ⛎⩏ົのᒚ行を⣙᮰すること、

を調査実施者からベトナム語でఏえてもらった。そのᚋ、ᅇ答の入力᪉ἲ、入力の㝿にὀ意す䜉

きⅬをఏえたୖで実㝿に Google䝣䜷ームへの入力を㛤ጞしてもらった。2020年 8月 9日までに

技能実習生候補生 393名からのᅇ答を得た。ᅇ答に୙ഛがあるものを㝖እしたᚋ、342名の䝃ン

プルをศᯒ対㇟とすることとした（᭷ຠᅇ答⋡ 87.0%）。 

 ศᯒ対㇟者 342名のᒓᛶを⾲䠎に♧す。ᛶูについては⏨ᛶ 32.5䠂、ዪᛶ 65.8䠂でዪᛶの䜋う

がከかった。年㱋は 20 ௦が᭱もከく、↓ᅇ答を㝖いたᖹᆒ年㱋は 25 ṓであった。᭱⤊学Ṕは㧗

⾲１ 送り出し機関の᝟ሗ 

機関名

（௬） 

ᡤ在ᆅ 年㛫ᖹᆒ送り出し人数 

（2017~2019 年） 

A♫ Ha Noi（北部） ⣙ 450名 

B♫ Ha Noi（北部） ⣙ 600名 

C♫ Thanh Hoa（୰北部） ⣙ 200名 

D♫ Ho Chi Minh（༡部） ⣙ 250名 
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ᰯ༞ᴗが᭱もከく、67.0%を༨めた。出㌟ᆅは୰北部出㌟者が特にከかった。送り出し機関に入

ᡤしてからの期㛫は 6 か月௨ୖがከくなっており、これは᪂ᆺコロナ䜴ィルスឤᰁ⑕ᣑ኱のᙳ㡪で

出ᅜが㐜れているためとᛮ䜟れる。実習ண定の⫋✀は介護が᭱もከく⣙半数を༨めている。これま

でにᾏእ出✌䛞の経㦂がある人は 11名とᑡなかったが、ベトナムᅜෆでのᑵ労経㦂を᭷する人は

287名であり඲యの 83.9䠂にୖった。 

 

⾲䠎 ศᯒ対㇟者の䝕ータ（᭷ຠᅇ答 342） 

䝣䜵イス䝅ート㡯目 人数 

ᛶู ⏨:111  ዪ䠖225  ↓ᅇ答䠖6 

年㱋 10௦䠖60  20௦䠖220  30௦䠖54  ↓ᅇ答䠖8 

᭱⤊学Ṕ ୰学ᰯ䠖5  㧗ᰯ䠖229  ᑓ㛛学ᰯ䠖36  ▷期኱学䠖47  ኱学䠖22  

その他䠖1（記入なし）  ↓ᅇ答䠖2 

出㌟ᆅ 䛆北部䛇䠖127（⣚Ἑ䝕ルタᆅ᪉䠖79  北す部䠖6  北ᮾ部䠖42） 

䛆୰部䛇䠖123（୰北部䠖100  ୰༡部䠖12  ୰部㧗ཎ䠖11） 

䛆༡部䛇䠖67（༡ᮾ部䠖32  メコン䝕ルタᆅ᪉䠖35） 

↓ᅇ答䠖23  特定୙ྍ䠖210 

入ᡤ期㛫 1か月ᮍ‶䠖22  1～2か月䠖66  2～3か月䠖33  3～4か月䠖27  

4～5か月䠖50  5～6か月 35  6か月௨ୖ䠖107  ↓ᅇ答䠖2 

実習ண定⫋✀ 介護䠖144  ᕤᴗໟ⿦䠖55  ᘓタ関ಀ䠖39  㣗ရ〇造関ಀ䠖28  

機Ე䞉金ᒓ関ಀ䠖27  ㎰ᴗ関ಀ䠖20  ⧄⥔䞉⾰᭹関ಀ䠖7  プ䝷ス䝏ックᡂᙧ䠖6   

⁐᥋䠖3  家ල〇స䠖2  ሬ⿦䠖2   その他䠖6（記入なし）  ↓ᅇ答䠖3  

ᾏእ出✌䛞経㦂 ᭷䠖11（台湾䠖3、日本䠖2、㡑ᅜ䠖2、マレー䝅ア䠖1、記入なし䠖3）  ↓䠖331 

ベトナムでのᑵ労経㦂 ᭷䠖287  ↓䠖43  ↓ᅇ答䠖12  

 

䠐䠊結果と⪃ᐹ 

選択要因ᑻᗘに対するᅇ答の記㏙⤫ィ㔞を⾲䠏に♧す。ᖹᆒ್が᭱も㧗かったのは Q4「日本

での௙஦や生活を㏻して日本語が習得できる」（M=4.56、SD=0.55）だった。᭱もᖹᆒ್がపかっ

たのは Q25「本当は他のᅜへ行きたかったが行けなかったので日本を選んだ」（M=1.82、SD=1.24）

であったが、この結果からከᑡのばらつきはあるものの本調査のศᯒ対㇟者がᴫ䛽日本へ行くこと

を✚ᴟ的に選択しているということがศかる。 

経済的฼┈に関する㡯目は Q11「ᾏእ出✌䛞の୺な目的はお金を㈓めることだ」、Q15「日本で

働けば㧗い⤥ᩱが得られる」である。Q11 は M=4.20、SD=0.87 であったが、Q15 は M=3.94、

SD=0.75 であり他の㡯目にẚ䜉てⱝᖸపい್となっている。୍᪉、日本語に関する㡯目は Q4「日

本での௙஦や生活を㏻して日本語が習得できる」、Q5「日本語がୖᡭならᖐᅜᚋ᮲௳のⰋい௙஦

が得られる」、Q6「日本語がヰ䛫なければ日本で௙஦はできない」、Q7「日本へ行ってからも日本

語のຮᙉは⥆けるつもりだ」、Q33「日本へ出✌䛞に行くメリットは日本語が習得できることだ」の 5
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㡯目である。5㡯目඲てにおいてᖹᆒ್が 4をୖᅇっている。これらの日本語に関する㡯目とୖ記

の経済的฼┈に関する㡯目のᖹᆒ್をẚ䜉ると日本語に関する㡯目の᪉が㧗いことから、本◊✲

の調査対㇟者が日本を選択したのは必䛪しも経済的฼┈の䜏をồめたからではないということが

♧၀される。 

しかし、日本語に関する㡯目の䜋とんどがᖹᆒ್ 4.5 に㏆い್を♧している୰で Q6「日本語が

ヰ䛫なければ日本で௙஦はできない」だけは M=4.08 とẚ㍑的పい್となっている。Q6 に対する

ᅇ答をᾏእ出✌䛞の経㦂がある 11 名の䜏に⤠って䜏ると 4 名が 5（とてもᙉくそうᛮう）、4 名が 4

（そうᛮう）、3 名が 3（ど䛱らともゝえない）とᅇ答しており、ᾏእで௙஦をする㝿にゝⴥは必要であ

るという意見がከ数を༨めている。ᙼらは実㝿にᾏእで働いた経㦂を㏻䛨、ゝⴥの重要ᛶをㄆ㆑

しているのではないかと⪃えられる。 

 

                         ⾲䠏 記㏙⤫ィ㔞                          
㉁ၥ㡯目（日本語ヂ）            ᖹᆒ್  ᶆ‽೫ᕪ  ᭱ᑠ್  ᭱኱್        

Q1.日本には私の技⾡を生か䛫る௙஦がある   4.07 0.76      1 5 

Q2.日本での௙஦の経㦂は将来のキャリアに役に立つ  4.50 0.59      2    5       

Q3.日本へ行けば㧗い技⾡が習得できる   4.37 0.60      2    5       

Q4.日本での௙஦や生活を㏻して日本語が習得できる  4.56 0.55      2    5       

Q5.日本語がୖᡭなら、ᖐᅜᚋ᮲௳のⰋい௙஦が得られる 4.51 0.61      2    5  

Q6.日本語がヰ䛫なければ日本で௙஦はできない   4.08 0.89      1    5      

Q7.日本へ行ってからも日本語のຮᙉは⥆けるつもりだ  4.47 0.53      2 5 

Q8.日本文化がዲきだ                     4.31 0.60      2  5 

Q9.日本の習័や生活ᵝᘧを学䜃たい   4.32 0.58      2    5 

Q10.日本へ行ったら日本人の཭㐩が䜋しい    4.33 0.65      1 5     

Q11.ᾏእ出✌䛞の୺な目的はお金を㈓めることだ     4.20 0.87      1 5 

Q12.ᖐᅜしてから日⣔௻ᴗで働きたい        4.27 0.73      1 5 

Q13.できるだけ㛗く日本で生活したい   4.29 0.72      1 5 

Q14.日本人にベトナムについて知って䜋しい        4.50 0.58      2 5 

Q15.日本で働けば㧗い⤥ᩱが得られる   3.94 0.75      2    5 

Q16.日本で㈓めたお金をఱに౑うかもう決めている  4.32 0.59      1    5  

Q17.家族のᕼᮃをྔえたい    3.88 0.98      1    5 

Q18.家族を経済㠃で助けたい    4.37 0.58      2    5 

Q19.家族の経済状況では私がᾏእ出✌䛞に行くしか  3.75 1.04      1    5 

   選択肢がなかった 

Q20.日本へ働きに行くように່めてくれたのは家族だ     3.64 1.14      1    5 

Q21.日本へ行くための費用は私の家族にとって㈇ᢸではない 2.47 1.27      1    5 

Q22.⌧在日本にはベトナム人がከくఫんでいるのでᏳᚰだ 3.89 0.79      1    5 
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Q23.送り出し機関のヰを聞いて日本へ行くことにした     3.37 1.16      1    5 

Q24.日本でᡂຌした家族、親ᡉ、཭人がいる   3.32 1.34  1    5 

Q25.本当は他のᅜへ行きたかったが行けなかったので   1.82 1.24 1    5   

日本を選んだ 

Q26.私がᾏእ出✌䛞に行くのはベトナム政ᗓがዡບしている 2.52 1.34      1 5 

からだ 

Q27.ᾏእ出✌䛞をすることでᅜやᆅඖに㈉⊩できる  3.99 0.80      1    5 

Q28.⌧在ベトナムではいい௙஦を᥈すのが㞴しい  2.99 1.12     1 5 

Q29.日本はᏳ඲だとᛮう    4.04 0.78      1    5 

Q30.日本人は親ษだとᛮう    4.06 0.74      1    5 

Q31.日本はᅜ㝿♫఍で重要な役๭をᢸっているᅜだとᛮう 4.05 0.67      1    5    

Q32.日本は経済的に㇏かなᅜだとᛮう   4.44 0.55      2    5 

Q33.日本へ出✌䛞に行くメリットは日本語が習得できることだ 4.35 0.64     1    5 

                                                                      （䝃ンプル数 342） 

     

また、௨ୖの日本語に関䜟る 5㡯目の結果を、⫋✀として᭱もከかった介護とそれ௨እとにศけ

てẚ㍑したとこ䜝、5 㡯目す䜉てにおいて介護が他⫋✀をୖᅇっていた（⾲䠐）。特に Q6 に関して

は、介護で M=4.31 であるのに対して他⫋✀では M=3.76 とᕪが኱きくなっている。介護⫋はその

௙஦ෆᐜの㠃から⪃えても日本語の重要ᛶが᫂らかであるୖ、他⫋✀と異なり日本語能力ヨ㦂

N4┦当の日本語能力を日本入ᅜ前に要ồされていることからも、日本語に対する意㆑が㧗いとᛮ

䜟れる。他⫋✀の୰で Q6の್が᭱もపかったのはᘓタ関ಀ（M=3.69、SD=0.99）であった。 
 

⾲䠐 ᖹᆒ್とᶆ‽೫ᕪ（日本語に関䜟る 5㡯目）の介護と他⫋✀㛫のẚ㍑ 

⫋✀           Q4       Q5       Q6       Q7       Q33 

介護（n=144） ᖹᆒ್      4.68      4.59      4.31      4.58      4.41 

ᶆ‽೫ᕪ    0.47      0.52      0.87      0.49      0.62 

他⫋✀（n=189） 

ဵ「その他」と「↓ᅇ答」を㝖く 

ᖹᆒ್      4.47      4.24      3.76      4.18      4.11 

ᶆ‽೫ᕪ    0.60      0.66      0.87      0.54      0.65 

 

௨ୖの結果から、本◊✲の調査対㇟者はᴫ䛽日本へ行くことを✚ᴟ的に選択しており、しかも

経済的な฼┈の䜏をồめて日本へ行くのではないということが⪃えられる。また、日本へ行けば生

活や௙஦を㏻して日本語が習得でき、そして日本語を習得すればᖐᅜᚋのᑵ⫋などに᭷฼に働

くと⪃えているとᛮ䜟れる。 

ḟに、選択要因ᑻᗘ㡯目 Q1～33に対して、R11を用いて᥈⣴的因Ꮚศᯒ（᭱ᑬἲ、プロマック

スᅇ㌿）を行った。ま䛪、スクリーテストとᖹ行ศᯒの結果から因Ꮚ数を᥎定し、༑ศな因Ꮚ㈇Ⲵ㔞

を♧さなかった㡯目（.35௨ୗ）や複数の因Ꮚに㧗い㈇Ⲵ㔞を♧す㡯目（Q1、Q8、Q15、Q16、
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Q24）を㝖እし、᭱⤊的に 4因Ꮚをᢳ出した。ᅇ㌿ᚋの結果を⾲䠑に♧す。 

 

              ⾲䠑 因Ꮚศᯒ結果（プロマックスᅇ㌿ᚋの因Ꮚパターン）            

      㡯目ෆᐜ                               䊠    䊡    䊢    䊣  

➨䊠因Ꮚ ᮍ来ᚿྥ� （䃐䠙���） 

Q4.日本での௙஦や生活を㏻して日本語が習得できる  ����� � � -.126   .115   -.084 

Q3.日本へ行けば㧗い技⾡が習得できる   ��5�   -.096   .071    .017 

Q5.日本語がୖᡭなら、ᖐᅜᚋ᮲௳のⰋい௙஦が得られる ����   -.054   .095   -.052  

Q7.日本へ行ってからも日本語のຮᙉは⥆けるつもりだ  ���5   .103   -.067   -.017  

Q10.日本へ行ったら日本人の཭㐩が䜋しい   ����   .001   -.159    .126  

Q2.日本での௙஦の経㦂は将来のキャリアに役に立つ  ����   .050    .078   -.064  

Q9.日本の習័や生活ᵝᘧを学䜃たい   �5��   .244   -.114    .023 

Q12.ᖐᅜしてから日⣔௻ᴗで働きたい    ���5   .258   -.005    .018  

Q13.できるだけ㛗く日本で生活したい    ����   .173    .006   .006 

Q14.日本人にベトナムについて知って䜋しい   ����   .245    .133   -.088  

Q6.日本語がヰ䛫なければ日本で௙஦はできない  ����   .000   -.081    .102      

➨䊡因Ꮚ 環境䞉場要因 （䃐䠙���） 

Q30.日本人は親ษだとᛮう                   .050   ����   -.096   .023 

Q29.日本はᏳ඲だとᛮう             .034   ��5�   -.066   .112  

Q31.日本はᅜ㝿♫఍で重要な役๭をᢸっているᅜだとᛮう     .069  � �5��   .004    .019  

Q27.ᾏእ出✌䛞をすることでᅜやᆅඖに㈉⊩できる          -.013  �55�   .050    .030 

Q32.日本は経済的に㇏かなᅜだとᛮう           .326  � ����   .045   -.248  

Q33.日本へ出✌䛞に行くメリットは日本語が習得できることだ      .279   ����   .081   -.065  

Q22.⌧在日本にはベトナム人がከくఫんでいるのでᏳᚰだ       .082   ����   .043   .194      

➨䊢因Ꮚ 家族要因 （䃐䠙���） 

Q17.家族のᕼᮃをྔえたい         -.137   .024   ����   .013  

Q18.家族を経済㠃で助けたい       .172    .140   ����   -.210  

Q19.家族の経済状況では私がᾏእ出✌䛞に行くしか選択肢 -.147   .045   �����   .192  

がなかった 
Q11.ᾏእ出✌䛞の୺な目的はお金を㈓めることだ       .384   -.354   �5�5   .100  

Q20.日本へ働きに行くように່めてくれたのは家族だ  -.006   .051   ��5�   .164  

➨䊣因Ꮚ እ的要因 （䃐䠙��5） 

Q25.本当は他のᅜへ行きたかったが行けなかったので日本を -.007  -.128   .016  � ���� 

選んだ 

Q26.私がᾏእ出✌䛞に行くのはベトナム政ᗓがዡບしている -.051   .069   .090   �����  

からだ 
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Q21.日本へ行くための費用は私の家族にとって㈇ᢸではない .188   -.050  -.079   �5�� 

Q23.送り出し機関のヰを聞いて日本へ行くことにした    -.095   .207   .085   �����  

Q28.⌧在ベトナムではいい௙஦を᥈すのが㞴しい        -.076   .191   .113   ����       

                      因Ꮚ㛫┦関  䊠    䊡   䊢   䊣  

䊠     䠉  .625  .451  .151 

䊡             䠉  .466  .381  

䊢       䠉  .425 

䊣     䠉 

 

➨䊠因Ꮚは඲てミクロレベルの㡯目で構ᡂされている。ま䛪 Q4、Q5、Q6、Q7 といった日本語に

関䜟る㡯目、そして Q3「日本へ行けば㧗い技⾡が習得できる」、Q9「日本の習័や生活ᵝᘧを学

䜃たい」などの学䜃に関䜟る㡯目、さらに Q2「日本での௙஦の経㦂は将来のキャリアに役に立

つ」、Q12「ᖐᅜしてから日⣔௻ᴗで働きたい」などᖐᅜᚋのᒎᮃに関䜟る㡯目など඲ 11㡯目から

構ᡂされており、技能実習の経㦂を㏻して日本語や技⾡を学䜃、そしてそれを将来のキャリアアッ

プにつなげたいというᮍ来を見ᤣえたෆᐜであることから䛄ᮍ来ᚿྥ䛅と名௜けた。➨䊡因Ꮚは Q30

「日本人は親ษだとᛮう」、Q29「日本はᏳ඲だとᛮう」、Q32「日本は経済的に㇏かなᅜだとᛮう」、

Q33「日本へ出✌䛞に行くメリットは日本語が習得できることだ」など୺にマクロレベルの㡯目で、そ

の୰でも特に場ᡤに関䜟る 7㡯目から構ᡂされており、技能実習でྥかうඛの環境に対するᏳᚰ

ឤ、そしてその環境が⮬ศに୚えてくれるメリットなど、環境（場）と⮬ศとの関ಀにどⅬが⨨かれた

ෆᐜであることから䛄環境䞉場要因䛅と名௜けた。➨䊢因Ꮚは、୺にメゾレベルの㡯目で構ᡂされて

いる。Q17「家族のᕼᮃをྔえたい」、Q18「家族を経済㠃で助けたい」など、家族に関䜟る 5㡯目

を含䜐ため、䛄家族要因䛅と名௜けた。Q11「ᾏእ出✌䛞の୺な目的はお金を㈓めることだ」は当ึ

ミクロレベルと⪃えていたが、➨䊢因Ꮚに含まれていることから、出✌䛞で得た㈨金は⮬ศだけのも

のではなく家族にも㑏ඖす䜉きものであるとᤊえられていることが᥎ᐹされる。➨䊣因Ꮚはメゾレベ

ル、マクロレベル୧᪉を含䜏、Q25「本当は他のᅜへ行きたかったが行けなかったので日本を選ん

だ」、Q26「私がᾏእ出✌䛞に行くのはベトナム政ᗓがዡບしているからだ」、Q23「送り出し機関の

ヰを聞いて日本へ行くことにした」など、እ部からのᙳ㡪やไ⣙をཷけているෆᐜを含䜐 5㡯目か

ら構ᡂされているため、䛄እ的要因䛅と名௜けた。 

ෆᐜᩚྜᛶを☜ㄆするためにྛ因Ꮚの Cronbachの Įಀ数を⏘出したとこ䜝、⾲䠑のとおり

Į ���～.87 となり༑ศな್が得られた。さらにྛ因Ꮚのᖹᆒ್とᶆ‽೫ᕪを⏘出したとこ䜝、➨ 1

因Ꮚ䛄ᮍ来ᚿྥ䛅はM ���（S' 0.66）、➨䊡因Ꮚ䛄環境䞉場要因䛅は0 4.12（S' ����）、➨䊢因Ꮚ

䛄家族要因䛅 はM ����（S' ����）、➨䊣因Ꮚ䛄እ的要因䛅はM ����（S' ����）であった。 

௨ୖの䠐因Ꮚのう䛱、ま䛪䛄ᮍ来ᚿྥ䛅因Ꮚに関して、技能実習生㐩は日本に働きに行けば日本

で経㦂を✚䜐ことができ、さらに日本語を習得する䝏ャンスもあり、それらが⮬ศのᮍ来に㈨するも

のであるとᤊえていると⪃えられる。日本でのᑵ労経㦂と日本でᇵった日本語力があればベトナム

にᡠったᚋ日⣔௻ᴗにᑵ⫋する㐨が㛤けて、将来得られる経済的なメリットも኱きい。本◊✲の調
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査対㇟者の日本選択の⫼ᬒには⮬らのᮍ来をそのようによりⓎᒎしたものにしたいというᕼᮃがあ

ると⪃えられる。➨䠎⠇でも㏙䜉た㏻り、ඛ行◊✲では EPAにより来日するイン䝗䝛䝅ア人およ䜃䝣

ィリ䝢ン人┳護ᖌもキャリアアップを目ᣦして日本でのᑵ労を選択していたことがሗ࿌されている

（ᖹ㔝䞉ᑠᕝ䞉኱㔝䞉他 2010）。期㝈௜きの在␃㈨᱁である技能実習と在␃ᘏ㛗を⥅⥆できるྍ能

ᛶがある EPAではキャリアのᥥき᪉が異なることはண᝿されるものの、ど䛱らの在␃㈨᱁であっても

日本へ働きに行くという選択の⫼ᬒには、⮬ศの将来にとってプ䝷スになるという⪃えがඹ㏻してあ

るということがゝえる。 

また、䛄環境䞉場要因䛅に関しては、技能実習生が日本に対するಙ㢗ឤ、Ᏻᚰឤと日本の環境が

⮬ศに୚えてくれるメリットを⪃៖し、選択を行っていることが♧၀される。2018年 5月に筆者が行

った⌧ᆅ調査においても、他のᅜではなく日本を選択した理由について「日本人はಙ用できるとᛮ

ったから」「日本は἞Ᏻがいいから」と㏙䜉た技能実習生候補生が数名いたが、このような日本に

対する༳㇟のⰋさが日本選択の要因の୍つとなっていることが᥎ᐹされる。さらに、家族௨እの他

者の存在、経済的なไ⣙などの䛄እ部要因䛅、そして䛄家族䛅もᙼらの選択にᙳ㡪する୍つの要⣲と

なっている。本◊✲の調査対㇟者は⮬ศのキャリアアップの䜏を目ᣦして日本へ行くのではなく、

家族を経済的に支えなければならないという家族に対する㈐௵をも㈇っていることが❚える。 

そして日本語に関する㡯目が䛄ᮍ来ᚿྥ䛅因Ꮚの୰に含まれていることから、日本語はᙼらにと

って⮬らの将来のⓎᒎにᐦ᥋にかか䜟り、ᮍ来をᣅくための୍要⣲として重どされていることが♧

၀される。ᙼらにとって日本語学習はただ⣧⢋な⯆࿡関ᚰから行䜟れるものではなく、日本語を学

䜆ことによって得られる将来的な฼┈をど㔝に入れて行䜟れるものであると⪃えられる。 

 

䠑䠊 まとめと௒ᚋのㄢ㢟 

本◊✲は、ベトナム人技能実習生が日本を行きඛとして選択する⫼ᬒにどのような要⣲が存在

するのか（◊✲ㄢ㢟１）、そしてᙼらは日本語に対してどのような意㆑をᣢっているのか（◊✲ㄢ㢟䠎）

を᫂らかにすることを目的として行った。その結果、௨ୗのことが᫂らかとなった。◊✲ㄢ㢟１に関し

ては、選択要因ᑻᗘとしての㉁ၥ 33 㡯目の結果に対し因Ꮚศᯒを行った結果、䛄ᮍ来ᚿྥ䛅䛄環

境䞉場要因䛅䛄家族要因䛅䛄እ的要因䛅の 4因Ꮚがᢳ出された。ᙼらの選択の⫼ᬒにはま䛪日本で働

く経㦂を㏻して技⾡やゝ語を学䜃、経㦂を得、それを生かしてキャリアアップしたいというᮍ来にྥ

かうᕼᮃがある。そして⮬ศの将来のために前に㐍んで行こうとする✚ᴟ的なጼໃをᣢ䛱ながら、

その࿘ᅖを取りᕳく「場」、「家族」、「እ的᮲௳」を⪃៖に入れ、選択を行っている。◊✲ㄢ㢟䠎につ

いては、日本語はᙼらにとって⣧⢋な⯆࿡関ᚰの対㇟というよりも、よりⰋい将来の実⌧のために

必要なものとᤊえられていると⪃えられる。 

 これまで日本では「労働力」としてのእᅜ人ཷけ入れがඛ行してきた。「人」としてᙼらをཷけ入れ

るためにḞかすことのできないゝ語ᩍ⫱についての㆟ㄽは⥴にᑵいたばかりである。ᙼらがఱを

ồめ、どのようなᕼᮃをᣢって日本へやって来るのかを知ることにより、௒ᚋのᙼらに対する日本語

ᩍ⫱の᪉ྥᛶを決定するୖで重要な♧၀を得ることができるのではないかと⪃える。 

本◊✲では来日前の技能実習生を調査対㇟とした。人㛫のື機はᵝ々なᙳ㡪をཷけື的にኚ
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化していくものであり、ᙼらが来日前にᢪいていたᕼᮃは来日ᚋኚᐜしていくことがண᝿される。そ

のため、ᙼらの来日ᚋの㏣㊧調査も௒ᚋ行う必要があると⪃えている。また、本◊✲では⌧在技能

実習生として日本で働くእᅜ人のᅜ⡠の半数௨ୖを༨めるベトナム人技能実習生を調査対㇟者と

したが、⌧在のᅜ⡠䝞䝷ンスが௒ᚋኚ化することは当↛⪃えられる。さらに送り出しᅜの஦᝟によっ

て実習生のື機や౯್ほも異なることがண᝿されるため、ベトナム௨እのᅜからの実習生に対して

も調査を行うことが必要である。それらを௒ᚋのㄢ㢟としたい。 
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